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今年も田植えの時期を迎え、市内各地で田植えが行われました。近ごろは機械植え が主で、首なが

らの何人もが並んで一斉に田他えをするとい った風景はほとんど見られなくなりました。
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市民と市長の日

「市民と市長の日 」を7月1日(村午

前 9時から午後4時三で、市役所31宿
市長室で行います。お気軽におてかけ

くださし、。

農地問題相談日

「農地問題相談J を7月1日(村午前

8時30分から午後h時ま で、市役所2
階農業委員会事務局でf干し、ますー i:i気

軽におでかけください。

主な内容

広報アンケートの結果から ....................................2・3ページ

11万市民の家計簿.......................................ー.......4・5ページ

川辺地区で 530(コーミゼロ)作戦・ー .............................6ページ

健康づく り、 お年寄りの健康・ー・ー・・・・・・・・ー ・・・・・・・ー・・・・・・・・ ....7ページ

地域改善対策特別措置法ー・ ...•.•.• •. ・・・・・・・・ー・.................8ページ

水の写真コンテスト、川上さんなど 7人が入選・・・・・・・ .....9ページ

青少年の非行化防止に活躍、少年補導委員・一一...............10ページ

お知らせー・・・・・・・・・・ ー・・・・・・・・ ・ーー・ .............................11-14ページ



F 第 865号 だ lI{i利157年 6) J 16 U一一一一 (2)ー

広報アンケートの結果から

多かった建設的な意見

事 865号

ほ
し
い

」
に
代
表
さ
れ
る
、

市
民
の
紙

ト
-
へ
の
登
場
を
望
む
声
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
他
に
は

7
市
民
と
市
長
の

日
U

の
市
民
の
声
と
市
長

h
回
答
一
「
市

えつ広 報

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ
、
読
ま
れ
る
紙
面
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
五
月
中
に
グ
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
。
を
実
施
し
ま
し
た
。

回
答
総
数
は
四
百
九
十
一

と
や
や
少
な
か

っ
た
も
の
の
、
内
容
は
建
設

的
な
意
見
が
多
く
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は、

今
回
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
、
よ
り
よ
い
広
報
に
し
た
い

と
思
い

ま
す
。
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様

に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ij~ 

l.4% 

布商己アンケート回答数

lこ画己 との
布 忠 行
す っ 事
る てな
仕 いど
事 たを
が の早
大 でく
変 すお
で が 知
す :ら

1せ
月 広で
一 報き
回 を る

路
閥
係
の
進
展
状
況
に
強
い
関
心
が
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
芯

見
の
中
に
も

「
上
回
バ
イ
パ
ス
、

小
牧

、

レ
I
U

ア
ン
ケ
ー
ト
は

こ
う
し
て

広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
五
月
一
日
発

行
の
「
広
報
う
え
だ
」
に
は
が
き
を
入

れ
、
全
世
帯
(
三
万
三
千
八
百
六
十
四

戸
)
を
対
象
に
、
六
月
一
日
ま
で
実
施

し
ま
し
た
。
回
収
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
が
き
を
投
か
ん
し
て
い
た
だ
く
と

33，864 

今
回
の
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
全
世

帯

(
三
万
三
千
八
百
六
十
四
戸
)
を
対

象
に
実
施
し
、
四
百
九
十
一
人
(
回
収

率
一
・
四
%
)
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

回
答
は
、
十
代
の
小
学
生
か
ら
八
十

代
の
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
層
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
男
性

は
二
百
二
十
四
人
、
女
性
は
百
十
一
人

で
し
た
。
年
代
別
で
は
、
四
十

1
六
十

代
の
中
年
層
の
方
が
多
く
、
全
体
の
六

一一

・
七
%
(
八
十
三
人
の
不
明
の
方
を

除
く
)
を
占
め
て
い
ま
す
。
(
詳
細
は
、

次
ペ

ー
ジ
下
段
の
表
を
参
照
の
こ
と
)

読
み
や
す
い
が
紛
%

491 

(問

1
)

あ
な
た
は
、
最
近
の
。
広

報
う
え
だ
。
を
読
ん
で
、
ど
う
感
じ

ま
す
か
。

「
読
み
や
す
い
」
が
八
八
・
一
%
を

ト
白

A
り

'jk

い
，
色
、
、
L
L
h
l』、

ト
民
匂
眠
h
世
ψ
ヨ
之
官

1t

市 皆が
でさー
はん日
広 のも
報 ご早
を協〈
制力届
集をけ
す お ら
るJ，Niれ
場いま
今しす
、ま よ

行 すっ、
事

い
う
方
法
で
、
四
項
目
の
設
聞
に
回
答

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
内
容
は
、
各
項
目
と
も

回
答
の
あ
っ
た
総
数
で
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。
一

項
目
に
二
つ
以
上
の
回
答
が

あ
る
も
の
も
、
回
答
数
を
総
数
と
し
ま

し
た
。
な
お
、
比
率
は
百
分
率
で
一示
し、

小
数
点
以
下
第
二
位
を
四
姶
五
入
し
ま

し
た
。

し
て
一
応
満
足
し
て
い
る
も
の
の
、
「
託

み
に
く
い
」
と
し
た
人
が
六
・
六
%
い

る
事
実
を
素
直
に
受
け
止
め
、
今
後
さ

ら
に
読
み
や
す
い
広
報
と
な
る
よ
う
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
グ
ラ
フ
A
参
照
)

こ
の
項
目
で
は
「
も
う
少
し
活
字
が

大
き
い
と
、
お
年
寄
り
に
も
読
み
や
す

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

グ
市
民
の
声
4

の
掲
載
を

(問

2
)

あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な

。広
報
う
え
だ
u

で
あ
っ
た
方
が
よ

い
と
思
い
ま
す
か
。

「
市
の
動
き
を
く
わ
し
く
」
が
五
二
・

一
%
と
、

他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
ト

ッ
プ
で
し
た
。
続
い
て
「
市
民
の
戸
を

多
く
」
が
二
七

・
七
%
、
「
記
事
の
内
容

を
豊
富
に
」
が
二

0
・
二
%
と
な

っ
て

い
ま
す
。
(
グ
ラ
フ

B
参
照
)

特
に
、
こ
こ
で
は
な
見
と
し
て

1

市

同
町
内
声
、
ぬ
畦
礼
は
的
，
れ
4
守
、
細
見

L
h
w
h
ニ



ほ

し

い

」

に

代

表

さ

れ

る

、

市

民

の

紙

が

一

日

も

早

〈

届

け

ら

れ

ま

す

よ

う

、

上
へ

の

登

場

を

望

む

声

か

た

く

さ

ん

あ

皆

さ

ん

の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

り
ま
し
た
。
他
に
は

7
市

民

と

市

長

の

市

で

は

広

報

を

制

作

来

す

る

場

合

、

行

事

…

日
二

の

市

民

の

戸

と

市

伝

の

回

答

」

「

市

な

ど

て

き

る

だ

け

七

日
以
上
の
余
裕
を

…

内

に

あ

る

身

近

な

歴

史

な

ど

の

解

説

」

も

た

せ

て

発

行

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

「
市
民
以
外
の
人
が
見
た
上
田
市
の
感

次
に
「
保
存
経
理
し
や
す
い
よ
う
に

…

恕

」

な

ど

、

数

多

く

の

意

見

が

寄

せ

ら

広

報

に

穴

を

あ

け

て

」

の

意

見

は

、

早

一

れ
ま
し
た
。
今

後

は

、

こ

れ

ら

を

参

考

速

実

行

に

移

し

た

い

と

こ

ろ

で

す

が

、

に

し

て

、

紙

面

の

充

実

を

は

か

り

た

い

印

刷

業

者

と

の

契

約

上

の

問

題

も

あ

り

、

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
実
施
で
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
い

ま
た
、
聞
こ
で
は
広
報
の
発
行
回
数

(問

3
)

あ
な
た
は
か
広
報
う
え
だ

。

ん

。
し
か
し
、
来
年
度
か
ら
は
実
施
で
…

に
つ
い
て
の
設
問
も
あ
り
ま
す
。

で
一
番
関
心
を
持
つ
の
は
な
ん
で
す

き
る
と
思
い
ま
す
。

発
行
回
数
は
「
月
に
二
回
」
が
四
八
・

か
。

こ

の

他

に

も

「

市

民

意

立

の

掲

載

は

…

一
%
、
「
月
に
一
回
」
が
四
五
・
O
%
と
こ
こ
で
も
「
市
の
動
き
」
が
ト
ッ
プ

(問

4
)

砂
広
報
う
え
だ
。
に
載
せ

年
一
回
位
で
よ
い
。
別
の
記
事
を
」
「
今

一

そ
れ
ほ
ど
差
が
な
く
、
「
月
に
二
回
以
上
」
で
、
四
七
・
八
%
あ
り
ま
し
た
。
「
各
課

た
い
記
事
、
そ
の
他
感
じ
た
こ
と
。
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
市
民
の
関
心
を
高
一

は
六
・
九
%
で
し
た
。
(
グ
ラ
フ

C
参
照
)
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
は
三
九
・
三
%
、
ま
ず
、
一
番
多
か
っ
た
の
が
「
行
事
め
る
上
で
大
変
よ
い
」
「

H

社
会
教
育
う
一

こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
広
報
の
「
議
会
の
よ
う
す
」
は
二
一

・
九
%
で
な
ど
が
終
っ
た
後
で
広
報
が
配

布

さ

れ

え

だ

。
と
合
併
発
行
し
て
は
」
「
子
供
向
一

発
行
を
月
一
回
で
よ
い
と
す
る
回
答
が
、
し
た
。
(
グ
ラ
フ

D
参

照

)

る

。
も
っ
と
早
く
配
布
を
」
で
し
た
。

き
の
ペ
ー
ジ
を
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
…

報

予
怨
以
上
に
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。
現
現
在
、
上
田
市
が
一
番
力
を
入
れ
て
広
報
は
月
二
回
、
市
の
配
布
物
と
一
緒
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
特
に
「
市
…

広

在
、
広
報
は
月
二
回
発
行
(
毎
月
一
日
取
り
組
ん
で
い
る
問
題
に
、
道
路
網
め
に
各
自
治
会
へ
配
達
さ
れ
、
自
治
会
の
民
留
意
の
硝
峨
」
に
つ
い
て
、
今
後
の
一

一

と
ト
六
日
)
し
て
お
り
、
以
前
の
月
一
強
備
が
あ
り
ま
す
。
「
市
の
動
き
」
を
ト
組
織
を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
届
検
討
課
題
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一

回
発
行
よ
り
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

ッ
プ

に
上
げ
た
人
の
多
数
は
、
こ
の
道
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
広
報

一

A
、
最
近
の
広
報
を
読
ん
で

B
、
ど
の
よ
う
な
広
報
で

C
、
発
行
回
数
は
月
に

D
、
広
報
で
一
番
関
心
を

日

あ
っ
た
ら
よ

い
か

持

つ

の

は

p
n
v
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第 865号一

の
行
事
な
ど
を
早
く
お
知
ら
せ
で
き
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
:
。
「
広
報
を

配
布
す
る
仕
事
か
大
変
で
す
。
月
一
一
凶

に
し
て
」
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
、

月

一
回
で
よ
い
と
す
る

一
因
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
の
動
き
に
強
い
関
心

だえつ

報
う
え
だ
。
を
読
ん
で
、
ど
う
感
じ

ま
す
か
。

「
読
み
や
す
い
」
が
八
八
・
一
%
を

占
め
て
い
る
こ
と
に
、
広
報
知
占
司
者
と

路
関
係
の
進
展
状
況
に
強
い
関
心
が
あ

っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
意

ハ
凡
の
中
に
も
「
土
回
バ
イ
パ
ス
、
小
牧

紙
、
関
同
地
道
、
北
陸
新
幹
線
の
現
況
」

と
答
え
た
人
か
何
人
か
い
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
関
係
で
は
「
市
議
会
で

の
議
員
の
発
言
な
ど
具
体
的
に
」
「
議
会

報
の
発
行
を
、
市
議
会
の
特
集
を
」
と

い
っ
た
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

広
報
の
配
布
を
早
く

を
豊
富
に
」
が
二

0
・
二
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
(
グ
ラ
フ

B
参
照
)

特
に
、
こ
こ
で
は
意
見
と
し
て
、
市

陣
ヘ
の
声
、
訟
吐
抗
眼
的
ぷ
‘
寄
叫
日
花
4ι
均
晶
子
l

二、

回答者 の 区 分(総数491)
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財

政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、

上
半
期
と
下
半
期
の
二
回、

定
期
的
に

財
政
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
下
半
期

(五
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
五
十
七
年

三
月
三
十
一
日
)
の
財
政
状
況
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ご
理

解
を
深
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

一般会計下半期収支状況 (昭和57年 3月31日現在)

歳出

科 目 予 算 額 支 出 済額 執行率

民 生 資 49億 645万l千円 45億8，971万7千円
% 

93.5 

土 木 費 33f意9，098万4千円 251i苦9，185万円 76.4 

教 育 費 27億5，558万8千円 25億6，662万7千円 93.1 

農 林水産業 費 24億 914万2千円 13fQ4，425万3千円 55.8 

総 務 1主 20f意5，504万1千円 19億5，417万6千円 95.1 

商 工 費 15億8，797万3千円 15f意7，325万6千円 99.1 

，ムl:: イ貴 費 lH!芭6，097万8千円 11億5，537万6千円 99.5 

!tJ 生 費 8f意9，237万3千円 8f意6，875万5千円 97.4 

1両 防 'tr 6億 198万9千円 5{草8，879万9千円 97.8 

災害復 旧費 3fi芭8，533万9千円 2億 733万l千円 53.8 

労 働 費 3億3，111万9千円 3f~: 2 ， 522万円 98.2 

Z聾 会 費 2{意1，388万l千円 2fi芭1，186万1千円 99.1 

諸支 出 金 8，402万2千円 7，877万円 93.7 

予 備 費 500万円

メE弘Z、 言十 207億7，988万円 180億5，599万1千円 86.9 

※農林水産業費と土木費の支出済額には、55年度繰越明許1償分を含む

歳 入

~:X: 

入

越

100.0 

100.0 

% 
98.2 

収入率

101.8 

100.0 

61. 8 

76.6 

100.0 

8.0 

46.8 

51. 0 

100.0 

102.2 

103.3 

56.1 

5f&'2，590万7千円

3{意9，304万6千円

3f意1，759万4千同

2f意1，392万l千円

H意3，100万3千円

76{意9，664万4千円

20f意9，948万2千円

22億2，928万9千円

H意1，937万4千円

5{恵6，681万8千円

入 済額

2f意9，826万円

2fi官2，324万円

2，978万円

1，338万円

14億6，590万円

~:X: 

10億3，128万1千円

3{意9，304万6千円

3億1，062万9千悶

2億8，874万9千円

H意3，100万3千円

78{君4，036万7千円

27f意4，235万6千円

22億2，928万9千円

14f意9，337万3千円

12fi芭1，191万7千円

額

1，338万円

2f意2，324万円

2f意1，017万円

4，818万同

26億 1，290万円

Z草予

税

金

純金及び負担金

金

金

入

入

目

収

出

H産

E 支

(昭和57年 3月31日現在)

78.6 

企業会計下半期収支状況
収益的収支

合 計 I207億け 88万円 I 163億2，3637]8千円

峨睡金と市債の収入I高額には、55年度繰越明許積分を含む

収 入 i斉額

産 226万7千円

6f意4，473万5千円

資本的収支

226万7千円

6{意4，020万9千円

客員u 予

農業共済事業

業

業

名

事

事

院

道

298万6千円

8億7，920万9千円

2{f.2，036万9千円

収入済額

2f意

2f16，666万6千同

2{輩 607万5千円

9億1，554万9千円

額算予

466万8千円

列車1，068万8千円

支 出 i斉額

472万円

7億2，923万8千円

宮買算予

農業共済事業

業

業

事

毒毒

院

道水

産
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土木費

hh t 
道路新設改良の小牧川辺町線、

市営住宅古里団地の建設(写真)

などに力が注がれました。

教

神科(写真)・北小学校の増改

築、南小学校の用地買収、塩尻

地区公民館の新築などに力が注

がれました。

報恩寮の新改築、東塩田保育

園の新築(写真)など市民福祉の

向上にカが注がれました。

-有価証券(

(昭和57年 3月31日現在)

-積立金

市

会計名 予算 額 収入済額

収9入1事F 
国民健康保険事業 32億8，286万5千円 30億 842万6千円

公共下水道事業 15億 66万2千円 6f意4，636万1千円 43.1 

14億9，240万 有 891万 282円
同資和金地等区貸住付宅事新築業 5f意9，036万l千円 2f意6，503万1千円 44.9 

6，019円 財
産

土 地取 得事 業 31.意4，103万7千円 3f意4，103]]，8千円 100.0 

福祉事業センタ一事業 l億2，722万3千円 H意2，275万2千円 96.5 

極固有線放送電話事業 4，057万8千円 3，742万7千円 92.2 

-土 地 の -建 物
交通災害共済事業 2，813万4千円 2.828万7千円 100.5 

状
137万1，506m2 況 22万4，839m2

昭
和
57 
年

-山 手本 月3 -住 宅
31 
日

現在
敷地 22万9，490m2

1，691万6，122m2

建物 5万5.796m2

地方債現在高 (昭和57年 3月31日現在) 債務負担行為

区 分 一般会計 特別会計 ぷロ五、 計 {責務負担議決額

昭和56年 9月末現在高 100億 3万5千円 44億 643万6千円 144ft 647万l千円 実負担額

昭昭和和5567年年1ま30月月末1 日から

での借日入額
1億8，600万円 2f意6，760万円 4f意5，360万円

昭昭和和5567年年10月月末1 日から

ま3での{日貧還飯
2f.意 197万円 5，133万8千円 2f意5，330万8千円 一時借入金

差ヲl 現.ft. 高 99億8，406万5千円 46f.意2，269万8千円 146f意 676万3千円 借入現在高
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川辺地区で530作戦

えつ広報

散乱空き缶を回収

五
月
三
十
日
は
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
」
。

こ
の
目
、
長
野
県
な
ど
関
東
地
方
の
一

都
九
県
で
は
環
境
美
化
運
動
と
し
て
、

散
乱
空
き
缶
な
ど
の
追
放
運
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

市
内
で
も
、
五
月
三
十
日
、
川
辺
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
道
路
沿
い

に
散
乱
し
て
い
る
空
き
缶
な
ど
の
回
収

を
、
自
治
会
な
ど
関
係
者
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
約
三
十
人
の
皆
き
ん
は
、
①

赤
坂
上
(
川
辺
町

)
l
倉
升
|
神
畑
|

書
院
川
川
昨
同
戸

b
e
a師
て

命

山
官
長
砕
出
帆

L
L
l
l
同
凶
官
庖
戸

，第 865号

、

ル

き

進

路

ふ

な

い

A
ロ
力

一

は

一

引

が

水

あ

よ

て

け

協

一

で

ニ

を

ど

、

が

き

い

か

ご

も

害

ビ

害

な

接

川

暗

つ

を

に

白

水

に

水

化

直

河

が

び

声

止

一

の

め

、

地

で

小

ミ

結

に

防

一

日

た

り

宅

い

て

ゴ

に

所

の

-

3

た

ま

。
の

な

し

の

害

近

室

口

日

月

つ

詰

た

畑

し

水

路

災

、

水

一

6

か

に

し

田

透

増

水

て

は

も

ゃ

な

路

で

や

浸

に

た

れ

掃

て

山

間

い

水

半

化

下

激

れ

ふ

清

し

一

豪

て

が

大

装

地

急

き

あ

の

施

一

中

れ

ど

が

舗

が

、

置

が

路

実

引

集

さ

な

ス

の

雨

め

放

路

水

ら

司

の

掃

缶

一

路

た

た

た

水

の

U

…

日

清

き

ケ

道

つ

む

ま

り

近

ん

叫

お

が

空

た

、
降

込

、
ま

付

だ

い

一

月

路

や

し

近

、

れ

り

詰

。
宅

ふ

さ

V
A

一

5

水

品

こ

最

で

流

た

に

す

自

て

だ

排

製

起

ん

に

れ

ど

ま

っ

く

二
!
;
;
i
;
;
;
;
;
;
;
;
i
;
;
i
;
i
;
;
!
;
;
;
;
;
;
i
i
;
i
;
;
;
;
;
;

ぷ
み
ん
な
で
わ
っ
し
ょ
い

ま

お

ん

三

円

D
富
田

-
空
間
叩
居
間
目

四
三
号
線

l
小
島
神
畑
線
産
川
橋
の
一

二
班
に
分
か
れ
、
空
き
缶
な
ど
を
回
収
日

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
六
加
の
道
一

路
沿
い
で
空
き
缶
二
千
五
百
個
、
空
き
ザ

ビ
ン
四
百
五
十
本
と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
…

一
杯
に
な
る
ほ
ど

1
写
真

1
集
ま
り
ま
一

し
た
。

ま
た
、
上
田
駅
前
や
別
所
駅
前
で
は
、
…

「
空
き
缶
の
投
庁
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
一

う
」
な
ど
と
書
い
た
チ
ラ
シ
や
回
収
袋
一

を
配
布
し
て
、
市
民
に
環
境
美
化
を
呼
一

び
か
け
ま
し
た
。

…

毒
亀噂

お
年
寄
り
の
健
康

ふだんから

排水路の清掃を
1 1日(日)7月10日(土)・

祭

り

祇
園
祭
り
交
通
規
制
図

し一一一一」

実
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
せ
め
て
四
十
歳
に

な
っ
た
ら
老
後
の
こ
と
を
考
え
、
自
ら

上田市災害対策本部(企画調整課)

宮⑫4100内線227lil 鷹匠町

きおん

市自治会連合会では、 7月10日出、11日(日)に「紙圏第り」

を行い ます。

当日は混雑が予想、きれますので、市街地の交通規制(上図)

をし ます。 こ了承知 ください。

大勢の皆さんが参加して、楽しく過ごしましょっ 。

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
き
に

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
鉢
し
て
く



赤
坂
上
(
川
辺
町
)
|
倉
升
!
神
畑
|

産
川
時
間
戸
小
島
て
②
赤
坂
上
|
国
道
-

第 865号一

お
年
寄
り
の
健
康

さ
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
年
毎
に
伸

び
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
な
り
ま

し
た
。

上
田
市
内
に
は
、
昨
年
の
調
べ
で
、

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
一
万
二
千

六
百
三
十
四
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
中
に
は
、
大
変
元
気
な
方

も
い
ま
す
が
、
一
人
で
六

i
七
つ
も
病

気
を
も
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

幸
せ
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

体
と
心
の
健
康
が
前
提
で
す
。
今
回
は
、

こ
の
体
と
心
の
健
康
に
つ
い
て
、
お
話

し
ま
し
ょ
う
。

f三えつ一(7)一一一一昭和57年 6月16日 広報

体

の

健

康

年
を
と
る
と
脳
卒
中
、
脳
軟
化
、
心

臓
病
な
ど
の
病
気
が
増
え
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
成
人
病
を
予
防
し
、
す

こ
や
か
な
老
年
期
を
過
ご
す
た
め
の
第

一
条
件
は
、
高
血
圧
に
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
食
事
の
時
に
は
、
塩
分
の
と
り

す
ぎ
に
注
意
し
、
急
激
な
暑
さ
、
寒
さ

を
避
け
、
疲
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
タ
バ

コ
も
控
、
え
め
に
し

ま
し
ょ
、
つ
。

第
二
条
件
は
、
太
り
す
ぎ
な
い
こ
と

で
す
。
腹
八
分
目
に
抑
え
、
食
べ
す
ぎ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
お
茶
の
時
の
甘

い
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
、
果
物
も
ほ
ど
ほ

ど
に
。第

三
条
件
は
、
タ
ン
パ
ク
質
を
十
分

と
っ
て
、
栄
養
状
態
を
常
に
よ
く
し
て

お
く
こ
と
で
す
。
牛
乳
は
、
ぜ
ひ
毎
日

飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
卵
、
魚
、

豆
腐
、
納
豆
、
野
菜
、
海
革
、
果
物
な

ど
何
で
も
食
べ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

だ
れ
で
も
年
を
と
っ
て
く
る
と
、
体

力
が
衰
え
て
き
ま
す
。
そ
の
衰
、
ぇ
方
は
、

人
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
や
は

り
若
い
と
き
か
ら
心
身
両
面
に
注
意
し

て
い
る
人
は
、
老
化
が
遅
い
と
い
う
事

7 

実
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

せ
め
て
四
十
歳
に

な
っ
た
ら
老
後
の
こ
と
を
考
、
ぇ
、
自
ら

の
健
康
管
理
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

年
に

一
回
は
、
結
核
検
診
や
胃
が
ん
検

診
、
心
電
図
検
査
、
血
液
検
査
を
受
け
、

定
期
的
に
血
圧
測
定
も
す
る
よ
う
に
し

土品'しょ、フ。心

の

健

康

年
を
と
っ
て
く
る
と
、
数
十
年
前
の

こ
と
は
覚
、
え
て
い
る
の
に
、
つ
い
最
近

の
こ
と
は
ケ
ロ
リ
と
忘
れ
て
し
ま
う
・
:

と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
よ
う
で
す
。

で
も
、
お
年
寄
り
は
過
去
の
経
験
や

知
識
の
積
み
重
ね
が
あ
る
の
で
、
細
か

い
こ
と
は
忘
れ
て
も
、
全
体
を
見
通
す

力
は
若
い
人
以
上
に
あ
る
も
の
で
す
。

「
も
の
忘
れ
」
に
劣
等
感
を
持
た
ず
、

読
書
を
し
た
り
、
ド
ラ
マ
を
見
た
り
、

新
聞
も
読
ん
だ
り
し
て
、
頭
を
使
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
若
い
人
と
も
積
極
的

に
つ
き
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

何
か

一
つ
で
も
決
ま
っ
た
仕
事
や
打

ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
趣
味
を
持
ち
、

毎
日
の
生
活
を
規
則
正
し
く
、
明
る
く

す
る
こ
と
は
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る

こ
と
を
防
げ
る
の
で
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
健
康
な
老
後

を
送
れ
る
よ
う
、
心
の
老
化
を
防
ぐ
生

活
の
工
夫
を
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族

の
皆
き
ん
も
一
一
緒
に
な
っ
て
考
、
え
て
み

宇
?
し
ょ
、
7
。

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

ベビーパス 1，000円 ブランコ・すべり台

ベビーベッド 1，500円 ベビーカー

ベビーラック 1，000円 自動車用子供いす

ガスオーブン 2，000円 三輪%普通自転車
ガス台 1年半使用 1，000円 カラーテレビ

ふろ一式 (都市ガス) 54年鰐入 30，000円 冷蔵庫、洗濯機

編機 2か月使用 35，000円 二段ベッド

足踏ミシン 2，000 -3， 000円 シングlレベッド

バイオリン 10，000円 カーペット(6畳用)

電子炊飯ジャー 1.8 e 7 ， 000 -8 ， 000円 オノレカ。ン

電気陶器なべ 1，000円 百科事典

ぶら下がり健康器 54年購入 4，000同 洋服ダンス

水槽一式 3，000 -4， 000円 米ピツ

事務用つくえ (スチール) 12，000同 リュ ックサ ック

。萱録期聞は 6か月としていますので、過ぎた場合は再登録してください。

大手町

1l 
議

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を
。
不
用
品
登
録
情
報
。
と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
二
十
四
回
目
で
す
。

不
用
口
聞
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
口
同

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

( 6月8日現在)その⑧(主なもの)不用品登録情報

市自治告

を行いま寸

当日は討

をします。

大勢のを

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず
十
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。謀

承

境

了
環

ご

活

で

生

の
す

ら

ま

た
。
ね

し
を
か

ま
絡
い

り
連
負

あ
ご
を

が
に
任

物

軽

責

口
問
気

い
お
は

し
へ
て

ま

い
て
似
つ

つ
同
に

ず
刊
ど

ゆ

F
な

凸
V

・レ

、
A
U
J

物
叫
プ

口
問
尚
一
フ

た
(
の
い

り
係
後
き

ず
活
介
だ

ゆ
生
紹
く

0

0
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同対法の成果を踏まえた

えつ広報

地域改善対策特別措置法

ー第 865号

を 明 的 市 念 的 法 策 り 決 第 た 立で め残年規新と三 ま公法行しが対下
おるを民に人地と事あが二「同法、法、き間立たに月新し布施き、、策、「
闘 いごのの権対同業り国条国対で法の制れに法な伴三したさ行れ昭第特同同
!い町理皆つを法様にま民に民法すの対定たわで観い十い。れ令ま和九別対和
しづ解きと保はで対せ的規のの。有象さ事たす点、一地 、がし五十措法対
まくいんり障、すすん課定責第 効地れ業る。を従日対 四政た十六置)策
すりたに制すす。る。題き務三 期域まや成ま加来を法 月令。七団法に事
。のだは定るべ 財までれ」条 聞はし課果たえのもは ー 第 こ 年 国 L か業
たき、き日て 政たあ、はに は、た題を、て施つ、 日七れ四会以わ特
め、これ本の 措、る問、規 五向。を踏同制策て同 か十に月に下る別
に 差のて国国 置 地 こ 和 地 定 年対 解ま 対 定 を 失 対 ら八伴ーお、「干昔
、別立い憲民 は域と問対き 間法 決え法き反効法 施号い日い地地置

ご の法ま法に 、改に題法れ のと す、のれ省しが 行と、かて対城法
協なのすの基 同善変のでて 時間 るな十たした今 さし地ら成法改 k
カい目。理本 対対わ解はい 限じ たお三新、こ年 れて対施立)善以

:選挙の知識;

.一真できるか

選挙に参加するー・つまり投票するためには、選挙人名

簿に登録されていることが必要です。

これは、選挙人名簿が選挙権のある人を証明する公簿/

だから です。 ですから、たとえ選挙権がある人でも、選;

挙人名簿に登録されていなければ投票することができま

せん。 また、選挙人名簿に登録されているからといって

年齢要件、住所要件を欠いていれば投票することができ

ません。

選挙人名簿の登録は選挙管理委員会で行いますが、登 f11 
録さ れるためには、登録の基準となる日現在において、 } fj 
次の 3つの要件を満たしている人でなければなりません。

①年齢満20歳以上の日本国民であること

②上田市に住所を有する人であること

③住民票が作成された日(他市町村から住所を移した:

人については、転入届の届出をした日)から引き続 f
き 3か月以上上田市の住民基本台帳に記載されてい f

る人であること } !"'Qo， 
M では 登録此のよいこして行われるれしよう ~O

①定時登録…満20歳に達した人、他市町村から転入し(

て 3か月以上経過した人を、毎年 9月 1日現在で調;

査し、 9月 2日に選挙人名簿に登録する。

②選挙時登録…選挙が行われるつど、その選挙までに j
新たに資格を得た人を登録する 。

現行では、この 2つの方法が併用となっています。

このようにして、選挙人名簿に登録されると、死亡と

か、 他市町村に転出するまで永久に登録されています。

今愈

水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第11回

上田わっしょい

7
月
目
日
出

今年で11回目を迎えるや上回わっしょい、、は、

7月31日仕)に行います。

実施方法は、昨年とほぼ閉じてすので、自治会、

職場、趣味の会などの皆さんは、そろそろ準備を

進めてください。

どのような人が投F

一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
八
十
二
銀
行

上
回
支
庖

ロ
ビ

l
に
展
示
し
ま
し
た
)

〈
敬
称
略
〉
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今愈

ど〈月

選挙に妥

簿に登録さ

これは、

だか らです

挙人名簿に

せん。 まわ

年齢要件、

ません。

選挙人名

録されるだ

次の 3つの

①年齢i時
②上田市

③住民票

人につ

き 3カ1

る人

それていi
か。

①定時瓦

て 3か

査し、

②選挙時

新たに

現行では

このよう

か、 他 市 町

的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
差
別
の
な
い

H

明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
ご
協
力
川

を
い
ね
願
い
し
ま
す
。

第 865りー

-
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
八
十
二
銀
行

上
回
支
庖
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
)

〈
敬
称
略
〉

「
水
紋
」
川
上
秀
雄
(
五
加
)

「
谷
聞
の
淀
み
」
中
島
庸
一
(
秋

水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

川
上
さ
ん
な
ど

7
人
が
入
選

金
賞

銀
賞和

)

銅
賞

「
お
菜
あ
ら
い
」
保
科

辺
町
)

佳
作
「
春
の
千
曲
川
」
村
林
勲

(新

屋
)
「
勝
手
風
景
」
堀
内
松
子
(
川

辺
町
)
「
唐
沢
の
滝
」
尾
和
敦
(
青

木
村
)
「
激
流
の
ア
ユ
釣
り
」
小
林

俊
夫
(
馬
場
町
)

忠
(
川

水
道
局
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
七
日

ま
で
行
わ
れ
た
水
道
週
間
に
ち
な
み
、

「
水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
四

十
九
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
作
品
内
容

は
水
の
美
し
き
、
水
の
恵
み
な
ど
を
と

ら
え
た
も
の
が
多
く
、

レ
ベ
ル
の
高
い

コ
ン
テ
ス
ト
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中

か
ら
、
川
上
秀
雄
さ
ん
の
「
水
紋
」
な
ど

七
点
が
入
選
作
品
に
決
ま
り
ま
し
た
。

作
品
を
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
選
さ
れ
た
七
人
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
(
入
選
作
品
は
、
六
月

だ

企金賞

「水紋」

川上秀雄

‘銀賞

「谷間の淀み」

中島庸ー

‘銅賞

「お菜あらい」

保科忠

えつ一(9)一一一一昭和57年 6月16日 広報

守ろう安全運転5則

死亡事故rOJが280日でストップ

生活のすべてに安全を

6月 1日、市内大手町で交通死亡事故が発生し、280日

間続いた死亡事故 r0 J がス トップ してしま いました。

市民の皆さん次の安全運転 511IJに ご協力ください。

①安全速度を必ず守る 。②カーブの手前でスピードを

落す。③交差点では必ず安全を確かめる。④一時停止で

横断歩行者の安全を守る 。⑤飲酒運転は絶対し ない。

7月1日は「国民安全の日」
7月1日は「国民安全の 日」です。 この日は、国民一人一

人が交通事故、労働 災害、火災などすべての災害を防止

するには「何をどうすべきか」を考え 、実行する日として

制定されたものです。 日常生活での安全性を絶えず点検

し、みんなで災害のない明るく安全な社会づく りをしま

しょう 。
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青少年の非行化防止に活躍

えつ広報一第 865号

少年補導委員

少年補導委員は、自治会推薦80名、各学校推薦の教師29名 、警祭

箸婦人補導員 2名の合計111名で組織されています。

補導委員の皆さんは、市長の委嘱を受け、街頭補導を中心に環境

浄化、少年相談など、青少年の非行化防止、健全育成に活躍してい

ます。特に、現在は補導委員の皆さんが、子供たちの健やかな成長

を願い「愛の一声」運動を展開中ですので、市民皆さんのご理解、

ご協力をお願いします。

子供さんのことで、心配ごとや困りごとがありましたら、お気軽

に上田市少年育成センター(宮⑫4100内線680)までご相談ください。

(敬称略)

地区 氏 名 自治会 電話 地区 氏 名 自治会 電話 地区 氏 名 自治会 電話

藤沢 夫 踏 入 22-1946 塩 成田守夫 秋 和 24-1007 笠原藤治 I甫 野 31-3389 

東 熊木貞雄 上 常 国 22-5941 小岩井徳夫 上塩尻 22-8349 

ノ室賀泉l 、

池田昌 上室 f( 31-2333 
内河正広 中 常国 22-73g2 尻 沓掛覚 下塩尻 24-5907 小山茂人 下室 A 有線3301
吉川文哉 下 常 国 24-7632 塩 川い づみ 川辺町 23-1358 赤羽先ー 小泉 25-1999 

部 田 中 生 男 北 常 国 24-3923 辺)11 
征矢野せつ 川辺町 22-9419 

中林敏夫 材木町 22-9569 山木久 川辺町 23-2954 〔学校関係補導委員〕

田中勇次 南天神町 22-2356 
泉国

湯 浅ー ニ夫 倉升 27一7856 荒井英昭 清 明小

南 上村常子 北天神町 24-6037 田 中 稔 男 下之条 24-2239 城 ニ j甫文子 西

山口紀美子 松尾町 27-1218 清水徳男 =ロt 回 22-4801 小林重之 4七
飯島和子 鷹匠町 22-6186 小林克吉 大 屋 35-0536 今井 実 塩尻 小

竹内トイミ 本 町 23-0243 神 小沢信一 久イ呆林 35-0708 ~t 小林正路 中
音E田中一郎 末広町 24-3636 )11 

飯島市五郎 下 堀 24-6000 林 典男 中

滝沢てる子 大手町 22-0281 馬場千代子 上 沢 22-8638 松田幾夫 東

綿貫晴夫 横 町 22-1974 清水徳一 伊勢山 24ニー8609 域 戸田敏雄 神川小

中 ニ橋俊一 海野町 22-6116 神 梅木 実 西野竹 24-7370 祢 i季直行 神 科 小

安 藤 美 智 子 原 町 22-1460 寺口 偏イ 申 染 屋 23-2575 甘利嘉ニ 豊殿小

須 藤浩男 馬 場 町 24-8815 科 保坂留蔵 蛇 1尺 24-9485 東 柳沢勝輔 中

荻野久和夫 丸堀 町 22-4618 川上 馨 長 島 23-2476 相馬 ~L 五 中
央 山口喜代子 木町 22-6432 成沢鍬男 中吉田 36-2529 大村 量産 城下 小

志摩充彦 北大手 23-2611 
豊

酒井利次 林之郷 27-2625 市川武司 川辺小
殿

城

滝沢 )1頂子 上川原柳町 22-5311 依田織江 赤坂 27-7820 田中敏子 浦里小

~t 笠原美智子 下川原柳町 24-0840 蒔田 嘉 造 五 力日 38-2257 鈴木幸信 室賀小

宮坂敏子 愛宕町 22-4049 塩中 関 洗 上本郷 38 -2021 森 大造 小泉小

東井純一 鍛冶町 23-0906 田 安藤悦次 上小島 38-2891 西 坂井 誓 四 中

部 水野恒雄 下房山 22-6864 原 柳平 保 屋 38-4523 中沢都夫 川西中

那須野みつ子 新田 22-7053 
東

皆瀬栄治 石神 38-2672 竹田二郎 中塩田小

都筑広幸 西脇 22-4898 
塩

横関精弘 下之郷 38-2483 塩 小山 直 東塩田小

西 太田はる江 諏訪部 22-5457 若山昭夫 奈 良 尾 38-3379 小山 茂 西塩田小

平 松 イ ウ 緑が丘 22-2728 
回

竹花義栄 中組 38 -5725 回 石井真弓 別所小

斉藤安子 新屋 22-6934 
西

武田保雄 十人 38-2883 羽田光夫 塩田中

部 塚本章 緑が丘西 22-2083 
塩

鷲原常次郎 東 前 山 38-4396 伊藤要次郎 城南高

和田豊実 城北 22 -1196 勅使川原 功 手塚 38-4068 高 竜野 篤 上田高

市川美佐子 諏訪形 24-4693 
回

竹内輝雄 塩田新町 38-2576 近藤義人 上回千曲高

被 北沢貞子 中村 22-3705 
Bリ

斉藤圭子 院 内 38-3659 校 高地典雄 上回東高

矢 杉直次 ニ好町 24-0222 鎌原祐幸 大 湯 38 -2081 宮坂忠雄 染谷丘高

竹田和夫 御所 22-7839 
所

石河利唯 分 去 38-4567 〔警察関係補導委員〕

下 山 岸 実 中之条 23-2630 
里浦

南沢崇善 岡 31-2206 宮 坂 れ ん 子 上回警察署

吉 池安{言 千曲町 24-8655 井沢 i王子 越 戸 31-2314 増 尾 は る 子 上回答察署

少年補導委員名簿昭和57年度(地区関係補導委員〕

オ

都
市
計
画
税
の
増
加
傾
の
地
代
や
家
賃

に
対
す
る
影
響
は
、
わ
ず
か
と
考
え
ら

受
講
資
格
・
;
市
内
に
住
ん
で
い
る
六
十

歳
以
上
の
健
康
な
人
(
男
女
は
聞
い

明
る
い
選
挙
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ー
母
子
・
父
子
家
庭
の

子
供
さ
ん
へ
|

だえ

市
長
が

「
一
日
お
と
う
さ
ん
」
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児
童
保
育
際

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
8
3

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
子
供
さ
ん

は
、
精
神
的
な
悩
み
が
何
か
と
多
い
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
も

母
子
寡
婦
福
祉
会
、
民
生
児
童
委
員
き

ん
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
市

長
が
二
日
お
と
う
さ
ん
」
に
な
り
ま

す。
日
曜
日
の
一
目
、
菅
平
高
原
の
美
し

い
自
然
を
背
景
に
永
野
市
長
を
囲
み
、

楽
し
く
遊
び
、
愉
快
に
語
り
ま
し
ょ
う
。

と
き
:
・
七
月
十
八
日
間
午
前
八
時
四

十
五
分
、
上
田
駅
出
発

と
ニ
ろ
:
・
菅
平
高
原

6月5日から10白ぎで、総合展示館でさ

iっき展ガ開かれました。初夏を彩るさっき

;ガ会場いっぱいに展示され、大事舎の皆さん

!の目を楽しきせてくれましだ。

申
込
先
・
:
各
地
区
の
民
生
児
童
委
員
き

ん
、
ま
た
は
児
童
保
育
課
へ

締
切
日
・
・
・
七
月
七
日
附

法
律
相
談
の

生
活
環
境
課
市
民
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

有
線
②
0
6
7
1 ご

利
用
を

今
年
度
は
、
固
定
資
産
税
の
土
地
な

ど
の
評
価
の
基
準
年
度
に
当
た
り
、
土

地
の
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
評
価
替
え
に
伴
い
、
宅
地
な
ど
に
対

す
る
税
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
理
由
に
、
借
地
人

や
借
家
人
に
対
し
て
地
代
や
家
賃
の
不

当
な
便
乗
値
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

評
価
替
、
え
に
伴
う
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
の
増
加
額
の
地
代
や
家
賃

に
対
す
る
影
響
は
、
わ
ず
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
不
当
な
値
上
げ
を
要
求
さ
れ

て
お
困
り
の
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
。

ま
た
、
最
近
、
市
内
住
宅
街
で
暴
力

団
の
抗
争
事
件
が
発
生
し
、
市
民
の
生

活
や
生
命
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
に
は
、
市
民

一
人
一
人
が
立
ち
上
が
り
暴
力
を
追
放

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
債
務
の
取

り
立
て
や
家
・
ア
パ
ー
ト
の
貸
借
な
ど

の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
暴
力
を
ふ
る

わ
れ
、
お
回
り
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
無
料
の
法
律
相
談
(
予
約
制
・

毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
午
後
一
時
三

十
分

1
三
時
三
十
分
)
、
市
民
相
談
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
急
用
の
場
合
な
ど
に
は

弁
護
士
を
紹
介
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
指
導
者

養
成
講
習
会

体
育
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
5

有
線
②
0
8
7
1

市
で
は
、
最
近
人
気
の
高
ま
っ
て
き

た
ゲ
!
ト
ボ

l
ル
の
指
導
者
養
成
講
習

会
を
、
次
の
要
領
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

受
講
資
格
:
・市
内
に
住
ん
で
い
る
六
十

歳
以
上
の
健
康
な
人

(
男
女
は
聞
い

ま
せ
ん
)

受
講
期
間
・
・・
七
月
十
三
日
附
か
ら
十
回

受
講
料
:
・
一
人
三
千
円

申
込
期
限
・
・
・
七
月
三
日

ω

定
員
:
・
五
十
人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

そ
の
他
・
:
修
了
者
に
は
、
次
年
度
の
教

育
委
員
会
認
定
審
判
講
習
会
受
講
資

格
が
与
、
え
ら
れ
ま
す
。

緑
の
羽
根募

金
の
お
礼

農
林
課
林
務
係

官
⑫
4
1
0
0
肉
線

3
2
4

豊
か
な
緑
と
豊
か
な
心
で
健
康
な
生

活
を
き
ず
く
た
め
、
四
月
中
に
緑
の
羽

根
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
家
庭
募
金
と
し
て
百
二
十
四
万

二
千
七
百
八
十
五
円
、
職
場
募
金
と
し

て
六
万
五
千
八
百
五
十
三
円
、
学
校
募

金
と
し
て
五
万
八
千
五
十
六
円
、
合
計

百
三
十
六
万
六
千
六
百
九
十
四
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
、
つ
ご
ざ
い
±
?
し
た
。

こ
の
募
金
を
基
に
、
青
少
年
の
森
林

愛
護
思
想
の
高
揚
と
公
園
、
ス
ポ
ー
ツ

広
場
、
福
祉
施
設
な
ど
の
環
境
緑
化
を

一
層
進
め
、
健
全
な
森
林
と
豊
か
な
生

活
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

選
挙
管
理
委
員
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
1

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
楽
し
い
も

の
と
す
る
に
は
、
政
治
を
立
派
な
も
の

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

き
れ
い
な
政
治
が
行
わ
れ
る
に
は
、
明

る
い
選
挙
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。そ

こ
で
、
心
身
と
も
に
清
く
正
し
い

児
童
、
生
徒
の
皆
き
ん
を
対
象
に
、
明

る
い
選
挙
を
推
し
進
め
る
う
え
に
役
立

つ
ポ
ス
タ
ー
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

内
容
:
・
明
る
い
選
挙
を
推
し
進
め
る

こ
と
を
表
現
し
た
も
の

応
募
資
格
:
・
小
学
校
児
童
、
中
学
校
・

高
等
学
校
の
生
徒
(
一
人
一
点
、
自

作
の
も
の
に
限
り
ま
す
)

色
及
び
大
き
さ
・
・
・
色
彩
は
自
由
と
し
、

大
き
き
は
四
十
五
叩
以
上
五
十
五

m

以
内
×
三
十

m
以
上
四
十

m
以
内

締
切
日
・
・
・
九
月
十
日
樹

提
出
先
・
:
干

3
8
6

上
田
市
大
手

一

一一

l
一
六
上
田
市
選
挙
管
理

委
員
会

そ
の
他
・
・
・
応
募
作
品
裏
面
右
下
に
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
及
び

性
別
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
と

B
C
G
予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

結
核
予
防
法
に
よ
る
「
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
」

と

「
B
C
G
予
防
接
種
」

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
皆

さ
ん
は
、
指
定
さ
れ
た
各
会
場
で
お
受

け
く
だ
さ

い
。

〈
対
象
者
v

①
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
五
十

七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ

表程ロH種接F
U
 

C
 

B
 

定巾干査検応反ン
均
Jiv ベツ度年『，，Ed

 
和m咽

た
子
供
さ
ん
、
四
歳
未
満
で
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
を
一
回
も
受
け
て

い
な
い
子
供
さ
ん

②
四
歳
未
満
の
子
供
き
ん
で
、
昨
年
の

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で
は
陰
性

と
判
定
さ
れ
た
が

B
C
G
接
種
を
受

け
て
い
な
い

子
供
さ
ん
(
た
だ
し
、

四
歳
以
上
で
未
接
種
の
子
供
さ
ん
は
、

小
学
校
一
年
生
の
と
き
学
校
で
笑
施

し
ま
す
)

〈
接
種
方
法
〉

マ
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
:
右
手
に

接
種
し
ま
す
。
昨
年
、
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
左
手
で
す
。

マ
B
C
G
・-
-
今
固
め
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
判

定
結
果
が
陰
性
の
子
供
さ
ん
に
接
種

し
ま
す
。

〈
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
〉

①
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
人

②
有
熱
、
ま
た
は
重
症
患
者

③
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
患
者

④
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
の
使
用
者

⑤
結
核
そ
の
他
疾
病
の
予
防
接
種
、
外

傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
が
認
め
ら

れ
た
人

⑥
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
人

〈
そ
の
他
〉

①
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
た
子
供

さ
ん
は
、
二
週
間
を
経
過
し
て
か
ら

お
受
け
く
だ
さ
い
。

②
六
月
三
十
日
に
「
一種
混
合
予
防
接
種

を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
、
七
月
十
五

日
以
降
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

③

B
C
G
予
防
接
種
を
受
け
た
子
供
さ

ん
は
、
一
か
月
間
ほ
か
の
予
防
接
種

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

6
月
は犬

害
防
止
月
間

上
田
保
健
所
食
品
衛
生
課

宮
⑮

1
2
6
0

六
月
は
犬
害
防
止
月
間
で
す
。
上
回

保
健
所
で
は
、
こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
次

の
事
業
を
笑
施
し
ま
す
。

①
犬
の
登
録
、
注
射
を
ま
だ
し
て
い
な

? 月r防元q叫レ種旦笠相旦定三・ 会場名 対 象 地 区

川辺地区(上田原・川辺町 ・倉チト ・神畑 ・
川 辺町会館 下之条・築地・東築地)

月7 月7 泉田地区 (福田・吉田・半過)

:三好町会館
城下地区(小牧・諏訪形 ・須川・中村 ・朝

日ヶ丘 ・三好町・御所・中之条 ・

(刈 (村 千曲町)

上野が丘公民館 神科の一部(岩門・ 金井・山口・大久保 ・

長島 ・金剛寺 ・富士見台)

月77 月7 9 
塩田母子健康センター 東塩田・西塩田..5)IJ所

川西社会福祉センタ 川西全区

附日 幽日 神川地区公民館
神川の一部(梅が丘・久保林・黒坪・上沢・

国分 ・下堀・上堀)

上野が丘公民館
神科の一部(畑山・伊勢山・神科新屋 ・野

竹・西野竹 ・笹井 ・染屋 ・蛇沢)

月7 月7 
南部地区 (南天神町・北天神町 ・泉平 ・松

尾町・鷹匠町・ 本町 ・末広間・ 大
131 15 手町)
日日 市保健センター 北部地区 (上川原柳町 ・下川原柳町・愛宕ω(小)

町・上鍛冶町・鍛冶町・上房山・

下房山・相1I町・ 新国 ・上紺屋町)

海尻地区 (上塩尻・下塩尻 ・秋和)

塩閲母子健康センター 中塩田

1月741}7] 6 神川地区公民館
神川の一部 (大屋 ・岩下 ・下青木 ・みすず

台南 ・みすず台北・上青木)

日 H 西部地区 (緑が丘 ・新屋 ・緑が丘北 ・緑が

闘 (剣 市保健セ ンター 丘西 ・下紺屋町・鎌原・西脇・新

町・諏訪部・生塚・城北・常磐町)

農村環境改善セン7- 盟殿全区

1月71 2月7 3 

東部地区 (踏入・泉町 ・上常田 ・中手吉田 ・

下常田・北常田・材木町)

(常入来)
B 1 1:1 市保健セ ンター

中央地区 (横町・梅野町・原町・袋町 ・馬
州制 場町 ・回町 ・).1堀町・ 木町・北大

手)

制寺聞は、各会場とも 午 後1時 30分から2時 30分までです。

な〈 術訂 相語 で、 二十四Aツ〉合わ た いと 安より より 但間中月j 環所補課食品生 済ま 受けを 九十 犬い

ご、 上 六 トせ と 、 境諜 せ ーの1 照譲 〈 正し 無料は 回 目 ?ん千 だ〈 控市所生環境諜は活 は、料金い 犬 は、へご てい 韮務る 以上日 調査

だ 飼い すで樺健所 L午九前甘 泊読長や附よ いさ 保所謀世室剛書ま で描の 獣医師会 絡速 ま ない が の 化強を
さい 町で 。 で避妊楠手 くた飼あり 犬
いす万6‘. で 時 だいは

.ど 犬聞設し から へお すきま。がのご いき。控所は市活生 主は、すのま 韓畳すま

I~ ~厳主 猫の すま。 正午ま 六月 問い 詳し通常協力に 健保で、射注生後

二

種

混

合

一
回
目
・:六
月
三
十
日
附

二
回
目

:
七
月
二
十
九
日
附

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後

一
時
三
十

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
五
月
か
ら
七

月
ま
で
の
三
か
月
間
、
巾
内
三
卜
か
所

で
「
高
齢
者
健
康
教
室
」
を
開
催
し
て

上田保健所では、動物愛護会の会員を募集してい

ます。この会は、動物の愛護を基本に、その管理の

徹底や動物による人への危害防止、事故防止などに

努めています。

会員になると、犬などの治療費が 1割前後安くな

るといった特典もあります。

上田保健所食品衛生課

動物愛護会の会員を募集

宮⑮1260

暑中見舞はがき発売中

今年は例年より半月早め、 6月 15日から発売して

います。 「せみ」と「もみじあおい」の絵を印刷した

2持顕です。
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二
種
混
合

予

防

接

種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

二
柿
出
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
)

予
防
接
積
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
v

一
期
・
:
①
昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十

一日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
で
、

百
日
ぜ
き
に
か
か

っ
た
人

②

四

歳

以
上
の
子
供
き
ん
で
、
三
種
混
合
の

一
期
を
受
け
て
い
な
い
人

(
た
だ
し
、
の
②
と
も
満
六
歳
、
ま
で

の
子
供
さ
ん
に
限
り
ま
す
)

二

期

:
・
①
昭
和
五
十
六
年
五
月
と
六

月
に
実
施
し
た
二
種
混
合
の
一
期
を

終
了
し
た
子

供

さ

ん

②

昨
年
度
以

前
に
実
地
し
た
二
種
混
合
の
一
期
を

終
了
し
た
子
供
さ
ん
③
三
種
混
合

(百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
)
予
防
接
種
を
一
期
と
し
て
二
回

以
上
終
了
し
て
い
る
子
供
き
ん
で
、

二
期
が
す
ま
な

い
う
ち
に
五
歳
六
か

月
に
達
し
て
し
ま
っ
た
人

(
た
だ
し
、
の
品
賞
ψ
と
も
七
歳
六
か

月
ま
で
の
子
供
さ
ん
に
限
り
ま
す
)

〈
接
種
目
時
〉

だえつー (13) ~一一一 昭和57年 6 月 16 日 広報

一
回
目
:
・
六
月
三
十
日
附

二
回
目
・
七
月
二
卜
九
日
制

時
間
は
い
す
れ
も
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

〈
会
場
〉

市
保
健
セ
ン
タ
ー

(市
役
所
南
庁
舎
二

階
)〈

そ
の
他
〉

①
当
日
は
子
供
さ
ん
の
体
演
を
計
り
、

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
破
傷
風
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
同

意
が
必
要
で
す
の
で
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
③
問
診
票
は
会
場
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
当
日
会
場
で
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
④
三
種
混
合
の
一
期
を

終
了
し
た
子
供
き
ん
で
、
ま
だ
五
歳
六

か
月
に
達
し
て
い
な
い
人
の
二
期
は
三

種
混
合
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。
⑤
日
本

脳
炎
を
六
月
十
五
日
ま
で
に
受
け
た
人

は
二
種
混
合
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ

れ
以
後
に
受
け
た
人
は
七
月
分
し
か
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
⑥
二
種
混
合
を
受
け

て
か
ら
二
週
間
た
た
な
い
と
、
ほ
か
の

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

高
齢
者
健
康
教
室
に

お
出
か
け
を

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
1

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
健
康
で
長
生
き

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
五
月
か
ら
七

月
ま
で
の
三
か
月
間
、
市
内
三
十
か
所

で
「
高
齢
者
健
康
教
主
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
(
別
表
参
照
)

対
象
地
区
の
六
十
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
ご
希
望
の
皆
さ
ん

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
内
容
〉

①
血
圧
測
定
、
健
康
相
談
②
長
生

き
の
食
事
に
つ
い
て
③
健
康
づ
く
り

運
動
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
④
歯
の

健
康
に
つ
い
て
⑤
家
庭
の
み
そ
汁
の

塩
分
測
定
(
お
わ
ん
一
杯
分
の
み
そ
汁

を
容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

高齢者健康教室日程表

月 日 時 間 対象地区 f< 三 場

6月26日けj 午前 9: 30-11: 30 石 神 石神公民館

29日(刈 午後 1:30-3 :30 中 ti" 中聖?公民館

7月1日制 11 西 前 山 西前山公民館

2日掛 午iN9 : 30 -11 : 30 町' 届ぷ入 野倉公民館

5日(JJ) 午後 1:30-3 :30 上小島 上小島公民館

8日休) 11 舞 回 舞回公民館

9日附 午前 9: 30-11: 30 町 吉田 町 吉田公民館

な病
〈気

相 正
談し
くいで

だ飼す
ーし、 σ〉

い方で
な、

ど犬

遠猫
慮の

7月の乳幼児健康診査
今月の納税

7月の乳幼児健康診査を下記によ り行います。受付時聞は、

いずれも午後 1時から 2時まで。母子健康手帳をお持ちください。 第 1期

第3期

市県民税

国民健康保険税

今 月 の 納 税 は 、 市 県 民 税 第 1期と国民健

康保険税第 3期です。

税金は、納期内に納入されますよ うご協

力 くださ し、。

今月の納期限は、 6月30日(水)です。

〈収税課宮⑫4100内線241・有線②0691>

みんなのくら しの納税は

基礎づ くり

(市内中学生納税標語入選作品)

会 場 健 号日八". 実 施日 対 象 児

4か 月 児
7月 1日 57年 2月16日 - 2月28日生

7月20日 57年 3月1日 - 3月15日生

10か 月 児
7月6日 56年 8月16日 - 8月31日生

上田市 7月27日 56年 9月1日 - 9月15日生

保健センター 7月7日 55年12月16日 - 12月31日生
1歳 6か月児

7月28日 56年 1月1日 - 1月15日生

3 歳児
7月2日 54年 6月1日 - 6月15日生

7月9日 54年 6月16日 - 6月30日生

4か月児
7月13日

57年 2月16日 ー 3月15日生
t昆国母子

10か月児 56年 8月16日 - 9月15日生
健康センター
(lj，[団地区) 1歳 6か月児 7月21日 55年11月16日一56年 1月15日生

4か 月 児 57年 2月16日 - 3月15日生
川西社会

10か 月 児 7月14日 56年 8月16日 - 9月15日生
悩祉センター
(川西地区) 1歳 6か月児 55年12月16日-56年 1月15日生
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一
日
生
活
教
室
に

ご
参
加
を

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑪

8
5
1
7
・
⑮
0
9
9
8

県
内
で
は
年
間
一
世
帯
当
た
り
一
・

一一
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
出
さ
れ
、
そ
の
量
は

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
ま

す
ま
す
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
消
費
者
の
消
費
態
度
の
改

善
や
分
別

へ
の
協
力
な
ど
が
大
切
で
す
。

今
月
は
、
こ
う
し
た
ゴ
ミ
に
関
す
る

講
演
会
を
聞
き
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

の
ご
聴
識
を
お
勧
め
し
ま
す
。

と
き
:
・
六
月
二
十
三
日
附
午
後
一
時

三
十
分
1
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
教

室
テ
l
マ
:
・
「
ゴ
ミ
問
題
と
リ
サ
イ
ク
ル
」

講
師
・
:
日
本
環
境
整
備
教
育
セ
ン
タ

ー
会
長
・
楠
本
正
康
さ
ん

えつ広報

ー
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金

l

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

戸 第 865号

作
品
を
募
集

月1日

号

郵
便
年
金
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い

ま
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
昭
和
三
十

七
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

昨
年
は
長
野
・
新
潟
両
県
を
合
わ
せ
て

三
千
八
百
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

応
募
資
格

:
小
学
校
五

i
六
年
生
、
中

学
校
一

i
三
年
生

作
品
題
・
:
次
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

①
課
題

1
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
に
関

係
あ
る
も
の

②
自
由
題

字
数
・
:
小
学
生
は
四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙
三
枚
程
度
、
中
学
生
は
四
百
字

詰
め
原
稿
用
紙
四

1
五
枚
程
度

締
め
切
り
・
・
・
六
月
三
十
日
附

あ
て
先
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
お
近
く
の

郵
便
局

入
選
発
表
:
・
十
月
、
入
選
者
に
は
学
校

を
通
じ
て
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他
・
・・応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
差

し
上
げ
ま
す
。

実
務
能
力
開
発
訓
練
の

受
講
生
を
募
集

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の

ル
」
わ
ね

H
J
客
六
紘
明
拙
臨

h
H
問
問
単
品
剖
酬
錨
怖
の
且
ヱ
嘩
附
牢
占

を
募
集
し
ま
す
。

①
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
l
入
門

コ
ー
ス

内
容
:
・
ま
っ
た
く
初
め
て
の
人
に
コ

ン
ビ
ュ

l
タ
!
の
手
ほ
ど
き
を
し
ま

す。

第
一
回
(
昼
間
)
:
・
七
月
十
日

1
八
月

二
十
八
日
、
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時

1
五
時
、
七
日
間
、
定
員
三
十
名

第
二
回
(
夜
間
)
:
・
十
一
月
五
日

1
十

一
一
月
十
七
日
、
毎
週
金
曜
日
午
後
六

時
1
九
時
、
七
日
間
、
定
員
三
十
名

②
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

1
実
践

第

一
回

(
昼
間
)
・
:
十

一
月
六
日
l
十

一
一
月
十
八
日
、
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
1
五
時
、
七
日
間
、
定
員
三
十
名
、

管
理
技
術
の
実
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

第
二
回
(
夜
間
)
・
:
十
一
月
十
五
日

1

十
二
月
二
十
日
、
毎
週
月
曜
日
午
後

六
時
1
九
時
、
六
日
間
、
定
員
三
十

名
、
標
準
生
産
管
理
プ

ロ
グ
ラ
ム
作

成
か
ら
既
設
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

と
の
連
結
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
り
方

③
工
場
管
理

内
容
:
・
円
滑
か
つ
効
率
的
な
運
営
管

理
の
ノ
ー

ハ
ウ
と
そ
の
具
体
的
な
展

開
と
き
:
・
七
月
十
六
日

1
九
月
三
日
、

毎
週
金
曜
日
午
後
六
時

1
九
時
、
七

日
間

定
員
・
:
二
十
五
名

④
現
場
改
善

内
谷
:
コ
/
ピ
ュ

l
ク
ー
を
使
っ
た

γム
山
厄

w
mり
白

H
品
別

h
H
L」
ゆ
自
品
川
ル
出
合

τ田
山
司
州
喝

帆
り

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

工
夫
で
金
を
か
け
ず
に
展
開

と
き
:
・
十
一
月
十
八
日
嗣

・
二
十
五

日

ω
・
十
二
月
一
日
附
・
二
日
同
・

十
二
月
九
日
附
・
十
四
日

ω

定
員
・
:
二
十
五
名

※
各
コ

l
ス
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

引
揚
者
の
在
外
財
産

調
査
書
の
提
出
を

たI}I 
ぴ jlJ 号|
在 者 掲
外問 者
財{本 の
産金 在
実凶 外
態述 Rオ
調合 産
査会 補
申で 償
舌は に
書、 つ

をこ い
慢の て

市内

会場に

て暴力

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
に
お
住
い
の
関
係
者
の
皆
さ
ん

は
、
至
急
、
長
野
県
厚
生
団
体
連
合
会

理
事
長
代
理
・
香
山
清
和
さ
ん
(
一T
3

8
6

上
田
市
中
央
北
一
|
九

l
一

宮
⑫
4
3
4
8
)
か
ら
用
紙
を
受
け
取

り
、
記
入
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

お

わ

び

「
広
報
う
え
だ
」
六
月
一
日
発
行
第

八
六
四
号
の
六
ペ
ー
ジ
、
「
市
職
只
人
本

異
動
」
の
中
に
一
部
漏
れ
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
係
長
飯
〉

マ
児
童
保
育
課
庶
務
施
設

係
長
兼
保
育
刷
係
長

山
崎
静
男
へ
と

丞
守
弘
り
旧
市
古
月
圃
明

B
R』

現ゐ )

(+ 34) 

(十 19)

(t 15) 

(t 45) 
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